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議  事  録 
 

業務件名 須崎市公共下水道施設等運営事業 

日  時 令和 6 年 12 月 24 日（火） 自 13：30 ～ 至 15：00 

出 

席 

者 

須崎市上下水道課 2 名 

須崎市環境未来課 3 名 

（株）クリンパートナーズ須崎（以下 CPS） 6 名 

 

打合せ場所 須崎市役所 記録作成者 CPS 

資
料 

・令和 6 年 11 月度すさき家パートナー会議資料（CPS） 

 

打合せ事項、対策・合意事項等 

令和 6 年 11 月度すさき家パートナー会議 
 
1.出席者を確認した。 
 
2.今月のセルフモニタリングのチェック項番について 
・セルフモニタリング会議で確認したチェックリスト項番を確認した。 
 
3.経営に関する業務 
・11 月度の財務状況を確認した。 
・法令順守、情報公開に関して、特に問題が無いことを確認した。 
 
4.汚水管渠 
・当月は、日降水量 100mm 以上の降雨は発生しなかったため、大雨後の巡視は行わなかったことを 

確認した。 
・12 人孔の巡視・点検を行った。経年劣化が見られる箇所が数か所あり、今後も引き続き点検、巡 
 視を行っていくことを確認した。 
・修繕推奨項目リストは、前月から変更がないことを確認した。 
 
 
5.雨水管渠 
・当月は 8 人孔の巡視、点検を行ったことを確認した。 
・経年劣化が見られる箇所が数か所あり、今後も引き続き点検、巡視を行っていくことを確認した。 
・修繕推奨項目リストは、前月から変更がないことを確認した。 

              （次項へ続く） 



/   

 

打合せ事項、対策・合意事項等 

6.終末処理場 
・27 日、処理棟砂ろ過塔の配管について、腐食の進行により漏水が発生したため、配管一部をＳＧ 

Ｐ管からＨＩＶＰ管（耐衝撃硬質塩化ビニール管）へと交換した。作業後、通水試験により水漏 
 れが無いことを確認した。 
・28 日、№2 初沈汚泥引抜ポンプが前回の分解整備から約 3 年が経過していたことから、し渣の 

絡みつきが進行していると考えられ、分解清掃を実施したことを確認した。 
 
7.クリーンセンター横浪 
・1～12 日、破砕機№1 搬送コンベア運転不良のため停止したことを確認した。 
・7 日、破砕アルミの搬出を行ったことを確認した。 
・8 日、破砕鉄の搬出を行ったことを確認した。 
・13 日～、破砕機ライン、基幹改良工事のため、令和 7 年 3 月末まで停止することを確認した。 

※資源ラインは通常運転。 
・浸出水処理施設は、処理停止につながる大きなトラブルの発生は無く、適宜、流入状況等に合わ 
 せた運転調整により、良好な水質を維持することができたことを確認した。 
 
8.漁業集落排水処理施設 
・5 地区の対象施設の内、戸島地区を除く 4 地区は 11 月 2 日、16 日及び 29 日、戸島地区について  

は 29 日に保守点検を行ったことを確認した。 
・3 月、中ノ島地区の調整ポンプ槽№2 ポンプの絶縁抵抗値が一時的に低下し、10 月点検時に再度 

低下したことから、継続で状況を注視していることを確認した。（0.2MΩを下回れば運転停止の可 
能性あり。） 

・7 日、23 日と連続で池ノ浦地区中継ポンプ場の高水位警報が発報され、直後に復旧した。12 月に 
も同じ症状が出ていることから、今後、水位計の交換を予定していることを確認した。 

・8 日、中ノ島地区の住人より臭いの苦情が寄せられ、状況を確認し、フロートスイッチが正常に機 
 能していない可能性があることからフロートスイッチを交換した。 
・25 日、中ノ島地区処理施設の原水ポンプ№1 に過負荷が生じ、サーマルスイッチが作動し、その 
 後復旧した。流入水に混入した異物がポンプ通過時に過負荷をかけたものと考えられるため、経 

過を観察していることを確認した。 
 

9.雨水ポンプ場 
・11 月は保守点検の結果、特に問題は生じていないことを確認した。 

 
10. その他連絡事項 
・次回すさき家パートナー会議の日程案を確認した。 
・CC 横浪について、破砕機改良工事期間のため選別作業後の不燃ごみ処理を外部委託しているが、 

委託先でその不燃ごみの処理中に、発火が確認された。混入されたリチウムイオン電池による発 
火と考えられるが、外部委託へ搬出前の選別作業により一層注意するよう依頼があった。 

・クリーンセンター横浪で火災研修を実施する予定となった。現場職員の研修参加を依頼した。 
 以上 
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1 出席者 

団体 所属 出席者 

須崎市 
上下水道課 2 名 

環境未来課 3 名 

（株）クリンパートナーズ須崎 
（ＣＰＳ） 

取締役 1 名 

企画管理部 
調査計画部 

2 名 

施設管理部 3 名 

 
 
2 開催場所、日時 

 
場所：須崎市市役所 会議室 

 
日時：令和 6 年 12 月 24 日（火）13 時半～ 
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3 セルフモニタリングについて 

今月のＣＰＳによるセルフモニタリングは、主に以下の内容について行った。（11 月度の確認

チェックリストは末尾に添付）また 12 月 17 日に行ったセルフモニタリングの主な確認内容を

表 3.1 に記載した。 
 

 
表 3.1 セルフモニタリング確認表（令和 6 年 11 月度） 

種別 項目 11 月度確認チェックリスト項番 

経 営 

財務状況 1-3、1-5、1-6、1-7、1-8 

内部統制 1-11、1-13、1-14 

情報公開 1-16 

技術管理 1-17 

地域貢献 1-21 

維持管理 

リスク管理 2-3、2-4 

汚水管渠 2-13 

終末処理場 2-15、2-27、2-39、2-40、2-45、2-46、2-48 

漁集処理場 漁-1、漁-2、漁-3、漁-4、漁-5、漁-6、漁-10 

クリーンセンター横浪 CC-4、CC-5、CC-6、CC-7、CC-9 

雨水ポンプ場 雨 P-1、雨 P-2、雨 P-6、雨 P-7、雨 P-11、雨 P-13 

雨水管渠 雨管-4、雨管-5、雨管-8、雨管-10 

 



 
 

3 
 

4 経営のモニタリング結果（令和 6 年 11 月度） 

4.1 財務管理 

1) 収支結果（令和 6 年 11 月度） 

・11 月度の単月収支実績を示した。 
 

4.2 内部統制 

1) ＣＰＳの感染症対策 

ＣＰＳが行っている主な感染症対策は以下の通りである。 
・維持管理を担う社員の居室を 1Ｆと 2Ｆに分けて、感染リスクを分散する。 
・ミーティング時には社員間の距離を確保する。 
・居室入り口に消毒液を設置し、小まめに使用できるようにする。 
・定期的に室内に外気を取り入れるなど十分な換気を行う。 
・終末処理場のエントランスに検温器を設置し、入場者に検温をしてもらう。 

 
2) 法令順守 

・現段階において法令に違反するような事項は確認されていない。（特に就業表にて労基法

違反等がないかを確認。） 
 

4.3 情報公開 

・ＣＰＳホームページに、過去の定例会の概要（議事録）、施設の維持管理状況（放流水質

等）を掲載している。 
 

4.4 その他 

 
■多ノ郷小学校の社会科見学会の実施 

11 月 20 日、須崎市終末処理場及び終末処理場内雨水ポンプ場において、多ノ郷小学校 4 年

生の社会科見学会が行われた。（児童 45 人、先生 4 人） 
雨水ポンプ場は須崎市上下水道課の担当者が説明を行い、終末処理場の管理棟内施設、水処

理施設は CPS 担当者が説明を行った。社会科見学会の様子は次ページの通り。 
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社会科見学会の様子（11 月 20 日）

 

開会挨拶 等
(上下水道課課長補佐）

下水処理フローの説明
(CPS担当者）

処理施設の現場説明
（CPS担当者）

雨水ポンプ場の説明
（上下水道課担当者）
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5 維持管理のモニタリング結果（令和 6 年 11 月度） 

以下に、令和 6 年 11 月度における維持管理状況のモニタリング結果を示した。 
確認はチェックリストにより行い、確認資料の抜粋編を以下に記載した。 
※点検管理内容の詳細は、別添の各施設管理月報、日報資料参照。 

 
5.1 汚水管渠 

汚水管渠の維持管理として、過年度に実施された汚水管渠劣化調査結果やストックマネジメ

ント計画を基に、重要路線及びその他路線上の緊急度Ⅱと判定された汚水管渠前後の人孔及び

管口部を優先的に、点検調査を行う。 
 

表 5.1  点検・調査集計表 
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参考：ストックマネジメント計画 

図 5.1  緊急度分布図（汚水） 
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1) 大雨時の巡視 

降雨後の巡視は、日降水量 100mm 以上を目安に実施しており、11 月は 1 日（金）連続

雨量 70.5mm の記録が最大であったため、大雨後の巡視を実施しなかった。 
 

2) 管渠の巡視・点検 

汚水管渠の維持管理として、過年度に実施された汚水管渠劣化調査結果やストックマネジ

メント計画を基に、重要路線及びその他路線上の緊急度Ⅱと判定された汚水管渠前後の人孔

及び管口部を優先的に点検調査を行うことを基本方針とする。なお当月調査は、前年度未調

査箇所を考慮し、緊急度Ⅱ周辺を対象に行った。 
当月度の実施数量は、表 5.2 のとおりである。 
 

表 5.2  巡視・点検実施数量 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

人孔 下流管渠 下流管渠 マンホール マンホール蓋

レコードID レコードID 延長(m) （箇所） （箇所）

223 368 S27 その他路線・緊急度Ⅱ VU200 29.00 1 1
109 107 S22 その他路線・緊急度Ⅱ VU200 30.60 1 1
111 106 S167 その他路線・緊急度Ⅱ VU200 31.00 1 1
176 195 S131 その他路線・緊急度Ⅱ VU200 9.00 1 1
179 174 S164 その他路線・緊急度Ⅱ VU200 47.71 1 1
180 175 S165 その他路線・緊急度Ⅱ VU200 48.95 1 1
267 262 S189 その他路線・緊急度Ⅱ VU200 32.40 1 1
260 256 S248 その他路線・緊急度Ⅱ VU200 26.60 1 1
261 257 S249 その他路線・緊急度Ⅱ VU200 27.00 1 1
263 259 S252 その他路線・緊急度Ⅱ VU200 33.80 1 1
265 260 S255 その他路線・緊急度Ⅱ VU200 30.60 1 1
224 220 S240 その他路線・緊急度Ⅱ VU200 36.90 1 1

235.02 12.00 12.00計

実施日 人孔番号 分類 管種・管径

2024/11/15
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表 5.3 マンホール点検及び調査における判定基準 

 

 
図 5.2  全体位置図 

今回巡視・点検箇所 
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参考：国土地理院 電子国土 web 

図 5.3  対象路線位置図 
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〇巡視・点検結果 
異状個所の写真を以下に示す。 

 
路面状況 

109( S22) 多量発錆 176( S131) 多量発錆  

  

 

 
 

躯体本体 

223( S27) 破損   

 

  

 
〇巡視点検結果による考察 

今回点検路線の路面状況について、経年劣化による覆蓋の多量発錆や、躯体の破損が確認さ

れた。引続き巡視、点検を行っていく。 
上記点検結果を踏まえ、異状箇所の一覧を表 5.4 に示す。 
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表 5.4  人孔異状項目リスト 

 
 
 

  

委託業務の名称

地域
ﾏﾝﾎｰﾙ
RECID

下流管渠
RECID

C - 路面状況 ひび割れ有り
B - ふたの錆 多量発錆
C - 斜壁  腐食 表面の荒れ
C - 直壁  腐食 表面の荒れ
C - 路面状況 ひび割れ有り
C - 斜壁  腐食 表面の荒れ
C - 直壁  腐食 表面の荒れ
C - 路面状況 ひび割れ有り
B - ふたの錆 多量発錆
C - 斜壁  腐食 表面の荒れ
C - 直壁  腐食 表面の荒れ
C - 斜壁  腐食 表面の荒れ
C - 直壁  腐食 表面の荒れ
C - 180 175 直壁  腐食 表面の荒れ
C - ふたの錆 少量発錆
C - 直壁  腐食 表面の荒れ
B - 直壁  クラック 部分的にクラック

C - ふたの錆 少量発錆
C - 斜壁  腐食 表面の荒れ
C - 直壁  腐食 表面の荒れ
C - ふたの錆 少量発錆
C - 直壁  腐食 表面の荒れ

223 368

260 256

261 257

2024/11/15

109 107

111 106

176 195

179 174

備　　考

異状の程度の判定基準

　　Ｓ ： 不具合を生じている、または生じる可能性が高く、早急に実施を要求するもの

　　Ａ ： 不具合の可能性があり、流下能力やマンホール機能に対する影響が大きく１年以内を目処に実施を要求するもの

　　Ｂ ： 流下能力やマンホール機能に対する影響があり、今後２～３年以内に実施を要求するもの

　　Ｃ ： 直ちに流下能力やマンホール機能に影響する可能性が低く、５年程度内に実施を要求するもの

備　　考

令和6年度　須崎市公共下水道管渠運営業務　人孔異状項目

巡視・
点検日

異状箇所
異状の
程度

項　　目 状　　態 完了日
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3) 修繕・改築計画 

過年度に実施された汚水管渠劣化調査結果やストックマネジメント計画での修繕・改築を

推奨する施設は、管渠 4 箇所、人孔 3 箇所、人孔蓋 2 箇所である。 
 

表 5.5 令和 6 年度修繕推奨項目リスト 

 
 

表 5.6 過年度の修繕履歴一覧（汚水管渠） 

 
 
 
 

  

委託業務の名称

提案月
異状
程度

状　　態 完了日 備　　考

2017/12 Ａ 管渠 5-0-1a S10～S9 VU300 56.0m 浸入水a 噴出している 止水：部分更生orスナップロック工法

2017/12 Ａ 管渠 5-0-10 S30～S29 FRPM200 40.5m 浸入水a 噴出している 取付管止水：取付管接合部更生工法

2017/12 Ａ 管渠 5-6-1a S125～S124 VU200 18.0m 浸入水a 噴出している 取付管止水：部分布設替え工法

2017/12 Ａ 管渠 5-10-1 S175～S174 VU200 26.0m 破損a 軸方向クラック 部分布設替え工法
2017/12 Ａ 人孔 S188 1号マンホール 浸入水a 噴出している 管口部止水：接着補強型止水工法

2017/12 Ａ 人孔 S371 1号マンホール 浸入水a 噴出している 管口部止水：接着補強型止水工法

2017/12 Ａ 人孔蓋 S148-5 小口径φ200直接蓋 開閉不可 改築：蓋取替
2017/12 Ａ 人孔蓋 S148-10 小口径φ200直接蓋 開閉不可 改築：蓋取替

令和6年度　須崎市公共下水道管渠運営業務　修繕推奨項目

 異状箇所

備　　考

異状の程度の判定基準

　　Ｓ ： 不具合を生じている、または生じる可能性が高く、早急に実施を要求するもの

　　Ａ ： 不具合の可能性があり、流下能力やマンホール機能に対する影響が大きく１年以内を目処に実施を要求するもの

　　Ｂ ： 流下能力やマンホール機能に対する影響があり、今後２～３年以内に実施を要求するもの

　　Ｃ ： 直ちに流下能力やマンホール機能に影響する可能性が低く、５年程度内に実施を要求するもの

年度 修繕完了月 対象箇所 推奨内容

令和3年度 2021/10 S357 1号マンホール 管口部止水：接着補強型止水工法

令和4年度 - - -

令和5年度 - - -
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5.2 雨水管渠 

雨水管渠の維持管理については、当面は主に市が重要な管渠として指定している重点路線の 

巡視・点検調査を優先的に行う（図 5.4 位置図の赤色路線）こととするが、その他管渠（暗渠の

み、図 5.4 位置図の青色路線）についても、巡視・点検を行う。 
 

表 5.7 点検・調査の重点路線 
排水区の名称 幹線、ポンプ施設の名称 

多ノ郷排水区 
西崎第 2 幹線 

終末処理場内ポンプ場の流入渠 

大間排水区 大間ポンプ場の流入渠 

山下排水区 山下幹線 

朝ヶ谷排水区 朝ヶ谷幹線 

須崎排水区 須崎ポンプ場の流入渠、放流渠 

須崎西部排水区 須崎西部ポンプ場の流入渠 

浜町排水区 浜町ポンプ場の流入渠 

 
マンホール点検の判定基準（下水道維持管理指針（実務編）2014 年版）を表 5.8 に示す。 
 

 表 5.8 マンホール点検及び調査における判定基準  

 

Aランク Bランク Cランク

路面状況
舗装版にｸﾗｯｸや欠けがあり、通
行に支障を来たす

段差が生じている、擦付けが悪く
水がたまる

蓋上部に水がたまる、道路との擦
付けが悪い

蓋違い，ガタツキ 開閉できない ガタツキがある ―

蓋の破損・劣化 蓋・受け枠にｸﾗｯｸや欠けがある ― ―

蓋の摩耗
表面がつるつるして通行に支障を
きたす(車歩道部の蓋溝高さ2mm
以下)

摩耗が大(車道部の蓋溝高さ:2～
3mm以下)

摩耗が小(車道部の蓋溝高さ:2～
3mm以上)

蓋裏の錆 ― 多量発錆 少量発錆

調整部 調整部状況
調整モルタル及びリングが破損・
欠落

調整リング及びリングのズレ
調整モルタル及びリングのずれ・
クラック

腐食 鉄筋露出 骨材露出 表面の荒れ

破損 欠落・陥没 全体に亀裂 軽微な破損（A・B以外）

クラック
全体がクラック（人孔全周、幅
5mm以上）

部分的にクラック（人孔半周、幅2
～5mm）

軽微なクラック（幅2mm未満）

隙間・ズレ 全体が脱却 一部が脱却 わずかの隙間・ズレ

浸入水 噴き出ている状態 流れている状態 にじんでいる状態

木根侵入 内径の50％以上 内径の10～50％ 内径の10％未満

腐食 鉄筋露出(表面pH：1程度) 骨材露出(表面pH：3未満)
表面の荒れ(表面pH：3以上5以
下)

破損 欠落（陥没） 全体に亀裂 軽微な破損（A・B以外）

クラック
全体がクラック（人孔全周、幅
5mm以上）

部分的にクラック（人孔半周、幅2
～5mm）

軽微なクラック（幅2mm未満）

隙間・ズレ 全体が脱却 一部が脱却 わずかの隙間・ズレ

本管突出・抜出し
100mm以上突出・抜出しがあり、
流下に支障をきたす

50mm以上突出・抜出しがあり、
流下に支障をきたす

50mm未満突出・抜出しがあり、
流下に支障をきたす

浸入水 噴き出ている状態 流れている状態 にじんでいる状態

木根侵入 内径の50％以上 内径の10～50％ 内径の10％未満

たるみ 内径の3/4以上 内径の1/2～3/4 内径の1/2未満

足掛金物 欠落している 鉄筋が細くなっている 錆の発生

ｲﾝﾊﾞｰﾄ インバートがない 部分的な破損 ―

その他 臭気 常に発生 使用ピーク中に発生 季節的に発生

油脂・ﾓﾙﾀﾙ･土
砂等の堆積状況

管径の1/3以上の付着 管径の1/3～1/10の付着 管径の1/10未満の付着

マ
ン
ホ
ー
ル

斜壁

直
壁

（
管
口
部
含
む

）

付帯物

流下状況

部位 異常項目
判定基準

蓋
及
び
路
面

路面

蓋
受枠
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図 5.4 全体位置図 
 
 

 
 
 
 

凡 例 

 事業計画区域 

供用開始済 

雨水管渠 

（ 開 渠 除

く) 

赤線 

(重要な管

渠) 

幹線管渠、ポ

ンプ場流入渠、

放流渠 

青線 
その他の管渠 

(暗渠) 

 

下水道事業計画一般平面図（雨水） 

：今回点検箇所 
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5.2.1 マンホール巡視実施状況 

1) マンホール内目視確認業務（圧力マンホール以外） 

当月の巡視・点検は、図 5.5 に示す路線のマンホールの巡視を実施し、実施数量は、表 5.9 
のとおりである。 

 
表 5.9 巡視・点検実施数量 

 
 

 

 
参考：国土地理院 電子国土 web 

図 5.5 対象マンホール位置（1） 
 
 

 

人孔 下流管渠 下流管渠 マンホール マンホール蓋
レコードID レコードID 延長(m) （箇所） （箇所）

807 803 6-R26 須崎西部 その他路線 φ500 不明 1 1

805 801 6-R25 須崎西部 その他路線 φ500 2.45 1 1
804 800 6-R24 須崎西部 その他路線 φ800 35.33 1 1

803 799 6-R23 須崎西部 その他路線 φ800 49.99 1 1

870 821 6-R85 須崎西部 その他路線 φ1100 38.13 1 1
872 823 6-R87 須崎西部 その他路線 φ1000 33.85 1 1

873 852 6-R88 須崎西部 その他路線 φ800 55.30 1 1

882 825 6-R97 須崎西部 その他路線 φ900 25.90 1 1

240.95 8 8計

実施日 人孔番号 排水区 管種・管径

2024/11/11
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参考：国土地理院 電子国土 web 

図 5.6 対象マンホール位置（2） 
 

〇巡視結果 
以下に、巡視・点検の代表地点の写真を添付し、異状箇所について特記事項を記す。 

 
路面状況、マンホール蓋、受枠 

804(6-R24) 多量発錆   

 

  

 
足掛け金物 

803(6-R26) 欠落 870(6-R85) 細くなっている  
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マンホール本体 

882(6-R97)  鉄筋露出 882(6-R97)  鉄筋露出 882(6-R97)  亀裂 

   

804(6-R24)  部分的な欠落 805(6-R25) 骨材露出、亀裂 807(6-R26) 鉄筋露出 

   

870(6-R85) 破損 872(6-R87) 骨材露出、亀裂 872(6-R87) 部分的な欠落 

   

872(6-R87) 浸入水 873(6-R88)鉄筋露出 873(6-R88) 破損 

 

  

 
〇巡視結果による考察 
今回点検を行った人孔の目視確認では経年劣化による人孔躯体の鉄筋露出やクラックなど

を確認したが、緊急対応を要する異状は見られなかった。 
上記点検結果を踏まえて、今回点検目視調査した異状項目を、「下水道維持管理指針（実務編）

2014 年版」の判定基準を参考にリストアップし、表 5.10 に添付する。 
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表 5.10 人孔異状項目リスト 

 

 
 
 
 
 
 
 

委託業務の名称

排水区
ﾏﾝﾎｰﾙ
RECID

下流管渠
RECID

C ふたの錆 少量発錆

A 斜壁  腐食 鉄筋露出

A 直壁  腐食 鉄筋露出

B 直壁  破損 全体に亀裂

C 足掛金具 錆が発生している

C ふたの錆 少量発錆

C 斜壁  破損 軽微なクラック

C 直壁  クラック 軽微なクラック

A 足掛金具 欠落している

B ふたの錆 多量発錆

C 調整部の状況 ズレ、クラック

C 斜壁  破損 軽微なクラック

C 直壁  浸入水 にじんでいる

C 足掛金具 錆が発生している

B インバート状況 部分的な欠落

C ふたの錆 少量発錆

B 直壁  腐食 骨材露出

B 直壁  破損 全体に亀裂

C 直壁  クラック 軽微なクラック

C 路面状況 ひび割れ有り

C ふたの錆 少量発錆

A 直壁  腐食 鉄筋露出

C 直壁  破損 軽微な破損

C 直壁  クラック 軽微なクラック

C ふたの錆 少量発錆

A 直壁  破損 欠落、陥没

B 足掛金具 鉄筋が細くなっている

C ふたの錆 少量発錆

C 調整部の状況 ズレ、クラック

B 直壁  腐食 骨材露出

B 直壁  破損 全体に亀裂

C 直壁  クラック 軽微なクラック

A 直壁  浸入水 噴き出ている

C 足掛金具 錆が発生している

B インバート状況 部分的な欠落

C ふたの錆 少量発錆

A 斜壁  腐食 鉄筋露出

A 斜壁  破損 欠落、陥没

2024/11/11

807 803

870 821

872 823

873 852

須崎西部

882 825

803 799

804 800

805 801

備　　考

備　　考

異状の程度の判定基準
Ｓ ： 不具合を生じている、または生じる可能性が高く、早急に実施を要求するもの
Ａ ： 不具合の可能性があり、流下能力やマンホール機能に対する影響が大きく１年以内を目処に実施を要求するもの

Ｂ ： 流下能力やマンホール機能に対する影響があり、今後２～３年以内に実施を要求するもの
Ｃ ： 直ちに流下能力やマンホール機能に影響する可能性が低く、５年程度内に実施を要求するもの

令和6年度　須崎市公共下水道管渠（雨水）維持管理業務　人孔異状項目

巡視・
点検日

異状箇所
項　　目 状　　態 完了日

異状の
程度
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5.2.2 修繕・改築計画 

令和 2 年度に実施されたストックマネジメント計画に係る雨水管渠劣化調査及び CPS での

巡視・点検による管路施設の修繕・改築を推奨する施設は、管渠 7 箇所、人孔 7 箇所、人孔蓋

12 箇所（津波被災リスクの考え方による）が対象である。但し、現状での調査結果が一部のみ

であるため、全数把握の上、総合的なリスクが高い施設を優先する必要がある。 
 

表 5.11 令和 6 年度修繕推奨項目リスト 

 
 表 5.12 過年度の修繕履歴一覧（雨水管渠） 

 

委託業務の名称

提案月
異状
程度

状　　態 完了日 備　　考

2021/3 Ａ 管渠 1121 14-R15～14-R14 CP450 42.2m 破損a 軸方向クラック 管渠改築：管更生工法
2021/3 Ａ 管渠 658 18-R10～18-R9 HP1000 38.4m 浸入水a 噴出している 本管止水：部更生orスナップロック工法

2021/3 Ａ 管渠 659 18-R11～18-R10 HP1000 41.3m 浸入水a 噴出している 本管止水：接着補強型止水工法

2021/3 Ａ 管渠 660 18-R12～18-R11 HP1000 41.5m 浸入水a 噴出している 本管止水：接着補強型止水工法

2021/3 Ａ 管渠 681 18-R27～18-R26 HP1100 49.4m 浸入水a 噴出している 本管止水：スナップロック工法
2021/3 Ａ 管渠 682 18-R28～18-R27 HP1000 44.0m 浸入水a 噴出している 本管止水：部更生orスナップロック工法

2021/3 Ａ 管渠 799 6-R23～6-R22 HP800 49.9m 浸入水a 噴出している 本管止水：部更生工法
2021/3 Ａ 人孔 6-R3 現場打ち2号マンホール 浸入水a 噴出している 本体止水：接着補強型止水工法

2021/3 Ａ 人孔 6-R21 現場打ち3号マンホール 破損a 床板欠落 マンホール蓋+上部ブロック取替

2021/3 Ａ 人孔 6-R88 現場打ち2号マンホール 破損a 床板欠落 マンホール蓋+上部ブロック取替

2021/3 Ａ 人孔蓋 18-R1 φ600 鉄蓋 津波被災リスク高 改築：蓋取替（津波リスク要検討）

2021/3 Ａ 人孔蓋 18-R3 φ600 鉄蓋 津波被災リスク高 改築：蓋取替（津波リスク要検討）

2021/3 Ａ 人孔蓋 18-R21 φ600 舗装充填型鉄蓋 津波被災リスク高 改築：蓋取替（津波リスク要検討）

2021/3 Ａ 人孔蓋 18-R22 φ600 鉄蓋 津波被災リスク高 改築：蓋取替（津波リスク要検討）

2021/3 Ａ 人孔蓋 18-R37 φ600 鉄蓋 津波被災リスク高 改築：蓋取替（津波リスク要検討）

2021/3 Ａ 人孔蓋 18-R38 φ600 鉄蓋 津波被災リスク高 改築：蓋取替（津波リスク要検討）

2021/3 Ａ 人孔蓋 18-R39 φ600 鉄蓋 津波被災リスク高 改築：蓋取替（津波リスク要検討）

2021/3 Ａ 人孔蓋 6-R47 φ600 鉄蓋 津波被災リスク高 改築：蓋取替（津波リスク要検討）

2021/3 Ａ 人孔蓋 25-R8 φ600 鉄蓋 津波被災リスク高 改築：蓋取替（津波リスク要検討）

2021/3 Ａ 人孔蓋 25-R9 φ600 鉄蓋 津波被災リスク高 改築：蓋取替（津波リスク要検討）

2021/3 Ａ 人孔蓋 25-R27 φ600 集水桝蓋 津波被災リスク高 改築：蓋取替（津波リスク要検討）

2023/11 Ｓ 人孔 6-R45　現場打マンホール900×900 頂板、直壁躯体、取付管クラック クラック補修、断面修復

2023/11 Ａ 人孔 18-R50 現場打マンホール1300×3000 頂板鉄筋破損、欠落 断面修復、鉄筋修復

2023/12 Ａ 人孔 863(6-R79) 現場打マンホール750×1900 鉄筋露出、直壁下部欠落 断面修復、鉄筋修復、クラック補修

令和6年度　須崎市公共下水道管渠（雨水）維持管理業務　修繕推奨項目

 異状箇所

備　　考

異状の程度の判定基準

　　Ｓ ： 不具合を生じている、または生じる可能性が高く、早急に実施を要求するもの

　　Ａ ： 不具合の可能性があり、流下能力やマンホール機能に対する影響が大きく１年以内を目処に実施を要求するもの

　　Ｂ ： 流下能力やマンホール機能に対する影響があり、今後２～３年以内に実施を要求するもの

　　Ｃ ： 直ちに流下能力やマンホール機能に影響する可能性が低く、５年程度内に実施を要求するもの

年度 修繕完了月 対象箇所 推奨内容

2022/8 須崎西部排水区　6-R83人孔 須崎西部ポンプ場流入渠　浸入水

2022/8 大間本町地内　 雨水排水路流入管　破損その1

2022/8 大間本町地内　 雨水排水路流入管　破損その2

2022/10 須崎西部排水区　6-R103人孔 陶管　破損

2022/10 須崎排水区　18-R61人孔 圧力マンホール蓋　表面摩耗

2022/10 須崎排水区　18-R2人孔 マンホール蓋　表面摩耗

2022/11 糺町鳥越線 雨水管渠 BOX2000×1500　破損

2024/3 須崎西部  人孔躯体　 破損　床版欠落

2024/3 須崎西部　人孔覆蓋多量発錆 覆蓋、受枠取り換え

令和4年度

令和５年度
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5.3 終末処理場 

1) 流入水量の状況 

11 月の流入水量は、図 5.7 及び図 5.8 に示す通り、平均値が 381ｍ3/日、最大値が 633ｍ3/
日となった。  

11 月の降水量は、図 5.7 及び図 5.9 に示すように、11 月全体としての降雨量は多くなかっ

たものの、月初めのまとまった降雨により過去 5 年間で 2 番目に多くなっている。また流入

水量は、概ね降水量に合わせた増減を示す形となっている。 

 
図 5.7 須崎市終末処理場の流入水量（令和 6 年 11 月） 

 

 
図 5.8  須崎市終末処理場の月別流入水量推移 




































